
：10:00～15:30　（スタッフは9:00集合）
：50～60名程度（小学生以下30名程度含む）

成果 ：
 □ リビングダイニング立体模型による地震時シミュレーション

昨年度よりも改良が加えられ、丈夫で臨場感のある
立体模型は、子どもが揺らすこともでき、楽しそうな様子が見うけられた。
台が収納Boxとなっているため持ち運びにも優れており、
フォーラムの他の団体スタッフの興味も惹きつけていた。

 □ 固有周期の異なる3つのスポンジビル
スポンジビルの展示を２つに増やしたことで、参加した親子が一緒
に楽しみながら揺れの違いを体験していた。

 □ 自分の家のキケンを発見しよう！
スタッフがワークシートに描かれた自宅の危険な場所について話をすると、自分
の家ということもあり興味を持って聞いている子どもの様子が見られた。 [ テント内の配置 ]

 □ BouKenトランプで遊ぼう！
まだ漢字が読めない子どもも参加したが、イラストに興味を示したりスタッフの防災に関する話を聞きながら、
最後までゲームに取り組んでいた。防災に関する広い内容がカードに含まれるため、
大人の参加者もゲームを通じて発見があったり、スタッフに質問する様子が見られた。

 □ ストローで強い家をつくろう！
参加者は、筋交いを入れたりストローを短く切ったり、作りたいものを各々考えながら集中して製作に取り組んでいた。

 □ その他
ワークショップ参加者には、防災ハンドブック（東京建築士会編）の無料配布を行った。
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● 活動の種別

● 所　属

(財)まちづくり市民財団

● 活動のきっかけ・活動内容と成果

● 他の団体・専門家との連携

● 活動の概要    　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　開催日：平成27年5月24日(日)
　東京建築士会では、建築士が積極的に地域に働きかけるためのツールとして防災ハンドブック（『防災本』）を作成した。子供
でも理解できるようにイラストをたくさん入れたこのハンドブックは、建築士が、幅広い年齢層の一般市民に向けて講演会やワー
クショップなどのイベントを実施する時に利用し、地域の防災力を高め、震災による人的被害の抑制を図ることを目的としてい
る。
　耐震フォーラムで行うワークショップでは、この『防災本』やWGで作成したツールを使って一般市民が気軽に建物の耐震知識に
触れることができる場とする。内容は、防災トランプ（以下、BouKenトランプ）を使った遊びながら防災を学べるワーククショッ
プや、模型やワークシートによる家具転倒防止の促進、スポンジビル模型により建物の揺れ方の違いの紹介などを行った。
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活動団体名

【委員会名】

東京建築士会 まちづくり委員会・
青年委員会 防災教育WG

■青年　□女性　■まちづくり　□ＮＰＯ　□任意団体東京建築士会

□建築物調査、保存・再生　□景観形成、街並み保存・修景　■地域活性化
■教育・人づくり　■防災まちづくり　□ユニバーサルデザイン　□環境保全
□住まいづくり　□住環境整備

事業名
楽しく学ぼう！防災ワークショップ

（大震災に備えるフォーラムin中野）

開催時間
一般参加者人数

● 今後の計画

・地域での防災・減災活動の継続

建築士による防災・減災活動を通して地域の
防災力向上を図る為、東京建築士会の常設委
員会２つから組織。

● 活動組織の概要 ● 建築士との関わり

建築士の多様な職能を、防災・減災活動を通して
積極的に地域へ発信していく。

● 今後の課題

・参加者へのアンケートの実施（スタッフが誘導、分かりやすい場所に置くなど）
・ストローハウス製作やトランプゲームは、一回にかかる時間の短縮をし、多くの方が参加できるようにする。
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